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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　熱画像カメラにより撮影されて緊張度を計測される被験者の両耳と鼻とで支持されるた
めの枠体と、同枠体の左右方向に沿う幅の中央位置で同枠体に装着された中央熱源とを備
え、同中央熱源に関し上記被験者の鼻の下端部と対称の上部位置に上部熱源を支持すべく
、上記枠体から上方へ延在する上部熱源支持部材が設けられ、且つ、同中央熱源及び同上
部熱源の各熱源を発熱させるための給電を行うバッテリーが同枠体に組込まれたことを特
徴とする、緊張度計測用熱源支持装置。
【請求項２】
　熱画像カメラにより撮影されて緊張度を計測される被験者の両耳と鼻とで支持されるた
めの枠体と、同枠体の左右両端部にそれぞれ支持された端部熱源とを備え、左右の上記端
部熱源を結ぶ線分の中心位置に関して上記被験者の鼻の下端部と対称の上部位置に上部熱
源を支持すべく、上記枠体から上方へ延在する上部熱源支持部材が設けられ、且つ、同端
部熱源及び同上部熱源の各熱源を発熱させるための給電を行うバッテリーが同枠体および
同各熱源のいずれかに組込まれたことを特徴とする、緊張度計測用熱源支持装置。
【請求項３】
　上記被験者の鼻の下端部の上記枠体に対する相対位置に対応して上記上部熱源の取付け
位置を調整すべく、同上部熱源が上記上部熱源支持部材において上下に移動して位置決め
可能に設けられたことを特徴とする、請求項１または２に記載の緊張度計測用熱源支持装
置。
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【請求項４】
　上記上部熱源支持部材が、上記枠体の左右両端部から上記上部熱源の支持位置へ到る左
右の斜行部材を備えて構成されたことを特徴とする、請求項１～３のいずれか１つに記載
の緊張度計測用熱源支持装置。
【請求項５】
　上記枠体が上記被験者の両眼を覆うレンズを備えた眼鏡として構成されていることを特
徴とする、請求項１～４のいずれか１つに記載の緊張度計測用熱源支持装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、模擬船橋における操船者などについて、作業中の精神的な緊張度を計測する
ための装置に関し、操船者などが緊張する際には顔面の鼻の下端部における体温が低下す
ることに着目して、熱画像カメラ（赤外線カメラ）による緊張度計測の際の鼻の下端部位
置の特定を行えるようにした緊張度計測用熱源支持装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、操船リスクシミュレータを用いて、操船時における人間の行動および生理データ
の観測・分析を行うことにより、ヒューマンファクターに関する総合的な評価手段を確立
するための研究が行われているが、生理データを用いたヒューマンファクターに関する研
究においては、緊張による人間の鼻部、特に鼻の下端部の温度低下が知られている。
【特許文献１】特開平６－５４８３６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明は、熱画像カメラによる緊張度計測のための被験者の顔面撮影データについて、
鼻の下端部の位置の特定をピクセル単位で的確に行えるようにすることにより、その温度
検知を適切に行えるようにした緊張度計測用熱源支持装置を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　前述の課題を解決するため、本発明の緊張度計測用熱源支持装置は、熱画像カメラによ
り撮影されて緊張度を計測される被験者の両耳と鼻とで支持されるための枠体と、同枠体
の左右方向に沿う幅の中央位置で同枠体に装着された中央熱源とを備え、同中央熱源に関
し上記被験者の鼻の下端部と対称の上部位置に上部熱源を支持すべく、上記枠体から上方
へ延在する上部熱源支持部材が設けられ、且つ、同中央熱源及び同上部熱源の各熱源を発
熱させるための給電を行うバッテリーが同枠体に組込まれたことを特徴としている。
【０００５】
　また、本発明の緊張度計測用熱源支持装置は、熱画像カメラにより撮影されて緊張度を
計測される被験者の両耳と鼻とで支持されるための枠体と、同枠体の左右両端部にそれぞ
れ支持された端部熱源とを備え、左右の上記端部熱源を結ぶ線分の中心位置に関して上記
被験者の鼻の下端部と対称の上部位置に上部熱源を支持すべく、上記枠体から上方へ延在
する上部熱源支持部材が設けられ、且つ、同端部熱源及び同上部熱源の各熱源を発熱させ
るための給電を行うバッテリーが同枠体および同各熱源のいずれかに組込まれたことを特
徴としている。
【０００６】
　さらに、本発明の緊張度計測用熱源支持装置は、上記被験者の鼻の下端部の上記枠体に
対する相対位置に対応して上記上部熱源の取付け位置を調整すべく、同上部熱源が上記上
部熱源支持部材において上下に移動して位置決め可能に設けられたことを特徴としている
。
【０００７】
　また、本発明の緊張度計測用熱源支持装置は、上記上部熱源支持部材が、上記枠体の左
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右両端部から上記上部熱源の支持位置へ到る左右の斜行部材を備えて構成されたことを特
徴としている。
【０００８】
　さらに、本発明の緊張度計測用熱源支持装置は、上記枠体が上記被験者の両眼を覆うレ
ンズを備えた眼鏡として構成されていることを特徴としている。
【発明の効果】
【０００９】
　上述の本発明の緊張度計測用熱源支持装置では、被験者の両耳と鼻とで支持される枠体
の左右方向に沿う幅の中央位置に設けられた中央熱源と、同中央熱源に関し被験者の鼻の
下端部と対称の上部位置に支持された上部熱源との各熱画像の位置が、各熱源の高温度に
より画像全体の中で容易に判明するので、両熱画像位置を結ぶラインの延長上で両熱画像
位置の相互間隔だけ離れた位置に被験者の鼻の下端部の位置を特定して、その特定部分の
色合いによる鼻下端部の体温の判定、すなわち精神的な緊張度の判定が、容易に且つ的確
に行われるようになる。
【００１０】
　また、上記枠体の左右両端部にそれぞれ支持された端部熱源と、左右の上記端部熱源を
結ぶ線分の中心位置に関して被験者の鼻下端部と対称の上部位置に上部熱源が支持される
場合も、左右の端部熱源の画像位置を結ぶ線分の中心位置に関して上部熱源の熱画像位置
と対称の位置関係に存在する被験者の鼻下端部の熱画像位置を特定して、その特定部分の
色合いにより、鼻下端部の体温を求め、被験者の緊張度の判定を容易に且つ的確に行うこ
とができる。
【００１１】
　さらに、上記被験者の鼻の下端部の上記枠体に対する相対位置に対応して上記上部熱源
の取付け位置を調整できるように、同上部熱源が上記上部熱源支持部材において上下に移
動して位置決め可能に設けられていると、被験者の顔面における鼻下端部位置の個人差に
対応した上記上部熱源の位置調整が容易に行われるようになり、これにより熱画像上にお
ける被験者の鼻下端部位置の特定が精確に行われるようになって、その緊張度計測が適切
に行われるようになる。
【００１２】
　また、上記上部熱源支持部材が、上記枠体の左右両端部から上記上部熱源の支持位置へ
到る左右の斜行部材を備えて構成される場合は、上記枠体上に構成される三角形状の支持
体の頂部に上記上部熱源の支持が行われるようになって、同上部熱源の支持強度の向上が
もたらされるようになる。
【００１３】
　そして、上記枠体が被験者の両眼を覆うレンズを備えた眼鏡として構成されることによ
り、被験者の常用する眼鏡を利用して、同眼鏡に所要の上記熱源を装着し、簡便に緊張度
の計測を行うことが可能になる。
【実施例１】
【００１４】
　図１は本発明の実施例１としての緊張度計測用熱源支持装置の使用状態を示す斜視図、
図２は上記の熱源支持装置を用いて行われる緊張度計測のための模擬船橋の内部状況を示
す説明図、図３は模擬船橋内で撮影された被験者顔面の赤外線画像の説明図である。
【００１５】
　図１に示す緊張度計測用熱源支持装置Ａは、緊張度を計測される被験者Ｂの両耳と鼻と
で支持されるための枠体１と、同枠体１の左右方向に沿う幅の中央位置で同枠体１に装着
されたニクロム線あるいはセラミック素子のごとき発熱体としての中央熱源２とを備える
とともに、同中央熱源２に関し被験者Ｂの鼻の下端部Ｎと対称の上部位置にも、同様の発
熱体としての上部熱源３を支持できるように、枠体１から上方へ延在する上部熱源支持部
材４を備えて構成されている。
　なお、上部熱源支持部材４は、枠体１の左右両端部から上部熱源３の支持位置へ到る左
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右の斜行部材を備えて構成されるようにしてもよい。
【００１６】
　また、被験者Ｂの鼻の下端部Ｎの枠体１に関する相対位置に対応して、上部熱源３の取
付け位置を調整できるように、上部熱源３は、上部熱源支持部材４に沿い上下に摺動して
止めねじ３ｂにより位置決め可能に設けられている。
【００１７】
　なお、各熱源２，３における発熱は、枠体１における適宜の部分に装着されたバッテリ
ー５により行われる。また、枠体１には、被験者Ｂの両眼を保護できるように透明カバー
Ｇが設けられている。
【００１８】
　上述の緊張度計測用熱源支持装置Ａを装着した被験者Ｂは、図２に示す模擬船橋Ｍの内
部で操船のための制御を模擬的に行いながら、模擬船橋Ｍに装備された熱画像カメラ（赤
外線カメラ）Ｄにより顔面を撮影される。
【００１９】
　そして、図３に示すように得られた被験者Ｂの顔面の熱画像において、中央熱源２の熱
画像２ａと上部熱源３の熱画像３ａとが、各熱源２，３の高温度により例えば赤味の強い
色合いで容易に判明するので、両熱画像２ａ，３ａを結ぶラインの延長上で両熱画像２ａ
，３ａの相互間隔だけ離れた対称位置に、被験者Ｂの鼻の下端部Ｎの熱画像６を的確に特
定することができる。
【００２０】
　このようにして得られた被験者Ｂの鼻下端部Ｎについての熱画像６の例えば青味がかっ
た色合いによる体温低下の判定、すなわち精神的な緊張度の判定が、容易に且つ的確に行
われるようになる。
【００２１】
　なお、上部熱源支持部材４は、枠体１の左右両端部から上部熱源３の支持位置へ到る左
右の斜行部材を備えて構成されてもよく、この場合は枠体１上に構成される三角形状の支
持体の頂部に、上部熱源支持部材４を介して上部熱源３の支持が行われるようになって、
同上部熱源３の支持強度の向上がもたらされるようになる。
【実施例２】
【００２２】
　図４は本発明の実施例２としての緊張度計測用熱源支持装置の使用状態を示す斜視図で
ある。
　実施例２の場合は、被験者Ｂの両耳と鼻とで支持されるための枠体１の左右両端部に、
それぞれニクロム線あるいはセラミック素子のごとき端部熱源７，８が支持されている。
【００２３】
　そして、各端部熱源７，８の相互間を結ぶ線分の中心位置Ｐに関して被験者Ｂの鼻の下
端部Ｎと対称の上部位置に発熱体としての上部熱源３が支持されるように構成されている
。
　すなわち、枠体１の左右の端部から上方の中央へ向けて斜行する一対の斜行部材４ａ，
４ｂの上端結合部において、上方へ突設した支持棒４ｃが設けられ、同支持棒４ｃに上部
熱源３が止めねじ３ｂによって上下に位置調整可能に装着されている。
【００２４】
　このように構成される本実施例の緊張度計測用熱源支持装置の場合も、被験者Ｂの両眼
を保護できるように、枠体１には透明カバーＧが設けられており、各熱源３，７，８への
発熱のための給電は、枠体１に装着されたバッテリー５により行われる。
【００２５】
　上述の実施例２の緊張度計測用熱源支持装置では、枠体１の左右両端部にそれぞれ支持
された端部熱源７，８と、左右の端部熱源７，８を結ぶ線分の中心位置Ｐに関して被験者
Ｂの鼻下端部Ｎと対称の上部位置に上部熱源３が支持されるので、左右の端部熱源７，８
の画像位置を結ぶ線分に関して上部熱源３の熱画像位置と対称の位置関係に存在する被験
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者Ｂの鼻下端部Ｎの熱画像位置を特定して、その特定部分の色合いにより、鼻下端部Ｎの
体温を求め、被験者Ｂの緊張度の判定を容易に且つ的確に行うことができる。
【００２６】
　また、被験者Ｂの鼻の下端部Ｎの枠体１に対する相対位置に対応して上部熱源３の取付
け位置を調整できるように、同上部熱源３が上部熱源支持部材４において上下に移動して
位置決め可能に設けられているので、被験者Ｂの顔面における鼻下端部Ｎの位置の個人差
に対応した上部熱源３の位置調整が容易に行われるようになり、これにより熱画像上にお
ける被験者Ｂの鼻下端部Ｎの位置の特定が精確に行われるようになって、その緊張度計測
が適切に行われるようになる。
【００２７】
　さらに、上部熱源支持部材４が、枠体１の左右両端部から上部熱源３の支持位置へ到る
左右の斜行部材４ａ，４ｂを備えて構成されるので、枠体１上に構成される三角形状の支
持体の頂部に上部熱源３の支持が安定よく行われるようになって、同上部熱源３の支持強
度の向上がもたらされるようになる。
【実施例３】
【００２８】
　図５は本発明の実施例３としての緊張度計測用熱源支持装置の使用状態を示す説明図で
ある。
　実施例３では、本装置Ａにおける被験者Ｂの両耳と鼻とで支持されるための枠体１Ａが
、被験者Ｂの両眼を覆うレンズＬを備えた眼鏡として構成されており、枠体１Ａの中央位
置には、クリップＫで着脱可能に装着された上部熱源支持部材４が設けられている。そし
て、同支持部材４の上部において、上部熱源３が、止めねじ３ａにより上下に位置調整可
能に設けられている。
【００２９】
　また、枠体１Ａの左右両端部に、それぞれ端部熱源７，８がクリップＫにより着脱可能
に設けられている。
　なお、本実施例における各熱源３，７，８の発熱は、同熱源３，７，８に組込まれたバ
ッテリーにより行われる。
【００３０】
　上述の実施例３の場合も、被験者Ｂの鼻の下端部Ｎと上部熱源３とが、左右の端部熱源
７，８を結ぶ線分の中心位置Ｐに関して上下対称となるように、上部熱源３の位置を止め
ねじ３ａを用いて調整されるので、模擬船橋Ｍにおいて被験者Ｂの顔面が赤外線カメラＤ
により撮影された際の熱画像における被験者Ｂの鼻下端部Ｎの位置特定が容易に行われる
ようになり、このようにして被験者Ｂの緊張度の計測が、鼻下端部Ｎの熱画像の青味がか
った色合いの程度に応じて適切に行われるようになる。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本発明の実施例１としての緊張度計測用熱源支持装置の使用状態を示す斜視図で
ある。
【図２】本発明の緊張度計測用熱源支持装置を着用した被験者の模擬船橋内における状態
を示す説明図である。
【図３】本発明の実施例１の緊張度計測用熱源支持装置を用いた場合の被験者の顔面につ
いての熱画像を示す説明図である。
【図４】本発明の実施例２としての緊張度計測用熱源支持装置の使用状態を示す斜視図で
ある。
【図５】本発明の実施例３としての緊張度計測用熱源支持装置の使用状態を示す斜視図で
ある。
【符号の説明】
【００３２】
　１，１Ａ　枠体
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　２　中央熱源
　２ａ　熱画像
　３　上部熱源
　３ａ　熱画像
　３ｂ　止めねじ
　４　上部熱源支持部材
　４ａ，４ｂ　斜行部材
　４ｃ　支持棒
　５　バッテリー
　６　鼻下端部熱画像
　７，８　端部熱源
　Ａ　緊張度計測用熱源支持装置
　Ｂ　被験者
　Ｄ　熱画像カメラ（赤外線カメラ）
　Ｇ　透明カバー
　Ｋ　クリップ
　Ｌ　レンズ
　Ｍ　模擬船橋
　Ｎ　鼻下端部
　Ｐ　中心位置

【図１】 【図２】
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